
市への陳情署名に関連した資料です。ぜひお読みいただき署名される際の参考

にして下さい。 

 

全国には、環境や自然エネルギー、まち興しなどで市民に市民債の購入を呼び掛けて、自治体の事業を成

功させている例がいくつもあります。その例を紹介します。 

 

① 都留市  鶴の恩返し債 （地元、家中川の小水力発電の事業です） 
人口 3万 4千人に都留市での平成 17年の最初の取り組みの概要は以下のとおりです。 

 

この全国初の取り組みは、地域の自然を生かした企画として、ネーミングもよく市民の理解を

得て 5日間で応募人数、公募金額ともに定数の４倍以上があり。抽選で決まりました。 

 

② 横浜市  ハマ債かざくるま（風力発電事業です） 

横浜市が平成 19年に取り組んだ概要は下記のとおりです。 

 

この取り組みも 3日間で 2億 6千万円を完売し、初日に 226人が殺到しほとんどが売れ、その

平均購入額は 102万円でした。「初めて市債を買う」「利率は低くても環境貢献に」「子どもや孫

の名義で」「建設中の風車を見て買った」との声が聞かれたそうです。 

 

陳情署名にご協力を！ 

 

 


